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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 7,045 35.1 732 122.5 768 120.4 384 265.2
25年3月期第2四半期 5,214 △27.0 328 △51.0 348 △44.0 105 ―

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 428百万円 （291.0％） 25年3月期第2四半期 109百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 13.47 ―
25年3月期第2四半期 3.69 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第2四半期 16,001 7,388 45.5
25年3月期 15,248 7,131 46.1
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  7,283百万円 25年3月期  7,037百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
平成26年３月期の期末配当予想は未定であります。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00
26年3月期 ― 0.00
26年3月期（予想） ― ― ―

3. 平成26年3月期の連結業績予想（平成25年4月1日～平成26年3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,105 36.3 1,624 53.3 1,604 34.1 880 71.3 30.80



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対する四半期レビュー手続きを実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変
化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、【添付資料】２
ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 29,786,400 株 25年3月期 29,786,400 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 1,211,461 株 25年3月期 1,211,461 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 28,574,939 株 25年3月期2Q 28,574,970 株
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（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、安倍政権による経済対策への期待感を背景に、円安による輸

出環境の改善や株価の上昇に伴い、企業収益の改善が見られる等、緩やかな回復基調で推移しました。しかしなが

ら、新興国の成長鈍化への懸念や長引く欧州債務問題、輸入原材料価格の上昇等から、先行きは不透明な状況が続

いております。 

 このような状況の中、当社グループの主力事業であるフラットパネルディスプレイ部門におきましては、タッチ

パネルや次世代ディスプレイ関連の市場が伸び、堅調に推移いたしました。また、クリーン・エコエネルギー部門

におきましては、再生可能エネルギーの固定価格買取制度により、産業用の需要が活況で、好調に推移いたしまし

た。  

 この結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高7,045百万円（前年同四半期

比35.1％増）、営業利益732百万円（同122.5％増）、経常利益768百万円（同120.4％増）を計上し、四半期純利益

は384百万円（同265.2％増）となりました。 

 セグメントの業績は以下のとおりであります。  

  

フラットパネルディスプレイ部門 

 当部門につきましては、国内外市場におけるテレビ市場は、北米や欧州においては低迷しているものの、一時の

急激な価格の下落には歯止めがかかり、新興国においては堅調な推移を見せております。一方、昨年より注力して

おりますタッチパネル市場におきましては、パソコン・デジタルサイネージ・タブレット・電子黒板等に使われる

用途が広がり、生産量も拡大しております。また、３Ｄ・高精細ディスプレイ用の部材の生産量も拡大しておりま

す。このような市場の変化の中、独自のダイレクトボンディング技術を活用し、新規生産設備の導入による生産の

高度化や効率化、更に、全社に亘るコストダウンと経費の削減を徹底し、一層の事業体質の強化を図りました。 

 この結果、売上高4,941百万円（前年同四半期比32.3％増）、営業利益482百万円（同86.9％増）となりました。

  

クリーン・エコエネルギー部門 

 太陽電池の国内市場は、産業用では、昨年からの再生可能エネルギーの固定価格買取制度の導入により、メガソ

ーラーや工場・倉庫等大規模な設備への設置が進んでいることとともに、中小規模の発電システム導入の需要が急

速に拡大いたしました。また、昨年発売した超軽量太陽電池モジュールは、多くの屋根設置の受注を獲得し、販売

量増加に貢献いたしました。一方、住宅用の市場は、既存の販売店・施行店が住宅用から産業用に営業力をシフト

していることにより、販売量の拡大の勢いが低下する傾向にあるものの、堅調に推移しております。しかしなが

ら、中国製をはじめとする大量の海外製品の流入や、国内市場における新規参入等による競争激化から、価格の下

落の傾向は継続しております。このような市場の動きに対応すべく、独自の技術で開発した超軽量太陽電池モジュ

ールの販売拡大、新たな設置用途の拡大による新市場の開拓、更に、今年４月より規制緩和された、農地へ設置可

能なトラッキングシステム等の新しい発電システムの展開等に努めてまいりました。 

 この結果、売上高2,104百万円（前年同四半期比42.2％増）、営業利益232百万円（同329.9％増）となりまし

た。  

  

（２）財政状態に関する説明 

  当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が16,001百万円となり、前期末比752百万円の増加となりま

した。主なプラス要因は、商品及び製品の増加1,241百万円、原材料及び貯蔵品の増加348百万円等であり、主なマ

イナス要因は、受取手形及び売掛金の減少711百万円等であります。 

 負債は8,612百万円となり、前期末比495百万円の増加となりました。主なプラス要因は、長期借入金の増加420

百万円等であります。 

 また、株主資本は利益剰余金の増加213百万円により7,240百万円となり、純資産は7,388百万円となりました。

   

 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、平成25年５月17日に発表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 

     

１．当四半期決算に関する定性的情報



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。  

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。  

     

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。    

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,203,480 4,032,179

受取手形及び売掛金 3,039,857 2,328,544

商品及び製品 515,810 1,757,010

仕掛品 264,405 330,312

原材料及び貯蔵品 644,831 993,325

その他 105,612 183,932

貸倒引当金 △10,938 △6,788

流動資産合計 8,763,059 9,618,516

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,427,428 2,353,829

土地 2,266,490 2,266,490

その他（純額） 1,481,223 1,433,787

有形固定資産合計 6,175,142 6,054,107

無形固定資産   

その他 19,279 19,315

無形固定資産合計 19,279 19,315

投資その他の資産   

その他 296,176 313,896

貸倒引当金 △4,662 △4,662

投資その他の資産合計 291,513 309,233

固定資産合計 6,485,935 6,382,657

資産合計 15,248,994 16,001,173



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,792,885 1,885,978

短期借入金 1,450,000 1,450,000

1年内返済予定の長期借入金 1,457,679 1,647,376

未払法人税等 344,372 420,958

賞与引当金 15,688 16,444

その他 481,083 150,038

流動負債合計 5,541,708 5,570,796

固定負債   

長期借入金 2,102,013 2,522,195

その他 473,428 519,275

固定負債合計 2,575,441 3,041,470

負債合計 8,117,150 8,612,266

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000,007 2,000,007

資本剰余金 2,440,803 2,440,803

利益剰余金 3,450,671 3,664,031

自己株式 △863,890 △863,890

株主資本合計 7,027,592 7,240,951

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 12,180 21,736

為替換算調整勘定 △2,558 20,687

その他の包括利益累計額合計 9,622 42,424

少数株主持分 94,629 105,531

純資産合計 7,131,843 7,388,907

負債純資産合計 15,248,994 16,001,173



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 5,214,629 7,045,982

売上原価 4,379,486 5,767,637

売上総利益 835,143 1,278,344

販売費及び一般管理費 506,149 546,174

営業利益 328,994 732,170

営業外収益   

受取利息 2,439 2,447

為替差益 － 18,197

助成金収入 16,858 14,340

保険解約返戻金 13,024 －

受取補償金 － 15,000

その他 16,786 8,089

営業外収益合計 49,109 58,075

営業外費用   

支払利息 24,379 20,624

為替差損 4,168 －

その他 805 912

営業外費用合計 29,353 21,537

経常利益 348,750 768,708

特別損失   

固定資産除却損 4,496 －

ゴルフ会員権評価損 18,004 －

減損損失 － 1,378

特別損失合計 22,500 1,378

税金等調整前四半期純利益 326,250 767,330

法人税、住民税及び事業税 108,745 409,909

法人税等調整額 108,726 △38,290

法人税等合計 217,472 371,619

少数株主損益調整前四半期純利益 108,777 395,711

少数株主利益 3,409 10,901

四半期純利益 105,367 384,809



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 108,777 395,711

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5,363 9,556

為替換算調整勘定 6,181 23,245

その他の包括利益合計 817 32,802

四半期包括利益 109,595 428,513

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 106,185 417,611

少数株主に係る四半期包括利益 3,409 10,901



 該当事項はありません。  

     

 該当事項はありません。  

    

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）


	余白埋め3: 
	余白埋め4: 
	余白埋め5: 
	余白埋め6: 
	余白埋め7: 
	余白埋め8: 
	余白埋め9: 
	余白埋め10: 
	ヘッダー１3: フジプレアム㈱（4237）平成26年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー１4: フジプレアム㈱（4237）平成26年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー１5: フジプレアム㈱（4237）平成26年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー１6: フジプレアム㈱（4237）平成26年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー１7: フジプレアム㈱（4237）平成26年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー１8: フジプレアム㈱（4237）平成26年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー１9: フジプレアム㈱（4237）平成26年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー１10: フジプレアム㈱（4237）平成26年３月期　第２四半期決算短信
	フッター3: - 1 -
	フッター4: - 2 -
	フッター5: - 3 -
	フッター6: - 4 -
	フッター7: - 5 -
	フッター8: - 6 -
	フッター9: - 7 -
	フッター10: - 8 -


